
青木洋さんが取り組むヨット指導方法
[第 13回 ]

□塊の世代の受講生が多い青木ヨントスク~ルでの海上トレーニング風景

「ヨットのベテランが必ずしも良い先生とは限らないJ.そんなアンチテーゼ

を掲けt受講生の心理にまで踏み込んだカリキュラムを導入し、ヨットの皆

及に努めているのがヽ 青木ヨットスクールだ。世界一日を成し題げた青木

洋さんが取り組む、インストラクターの指導技術に目を向けた独自の手法

とは,従来の指導方法に一石を投じる ユニークな試みを採った。

支,H―案名ヤ

河き 'rF上 を指やしているのが、町

西」際空港の対岸に位世する田死漁

港(大に府泉村那田FL川「)を14点にl■

動する市木ヨントスクールだ。松慎は

197 ]イ「から34セカ月↓=わたり 長さ6J

メートルの白作ヨント(信人奇二HLけ)で

い1界 'Jを 成し遂げ 投小ヨ/卜の記

録としてギネスブックに期載された市木

洋さん(57歳)である。

ある縁力激 える喜びを晴い、

アメリカで専門教育を受ける

かつてヨットの大門tlとしてディンギ

ーが市7nし 初 フい者向けのヨノトスクー

ルが各地で活 llしていた.米 本来作を

■rに付け、スクールを卒‐【すると 白ケ

のディンギーを雌人し、究成を重ねてさ

らにす支ljと力訳をい〕にさせていく。こ

のような流れのなかで ディンギーの去

町イ人1性ま11びていったて

ところが 最近はヨントスク~ル の敬

がめっきり減少し、かつての勢いはなく

なってしまった。それに町応するように、

ディンギーの販売上敦は低送を続け

‖rなかにあったマリンショ′ブも去を】与

して久しい,安 llイ人口が減少したか

らテインギーが求退したのか、ディンギー

の販売llf迷が宏町を人にの明打ちを

打いたのか。ど行環は町ち切れない

でいる.

ヨントによるJl独世界一川批れという

FP米を成し送げた千木さんが、なせヨ

ットスクールに身を投じたの力、このよ

うな記録をⅢち立てると 人 間は担心

しがちになり、lL人のことにあまり13心

を争せなくなるものだ。しかも初心をへ

の指導となると、自オの紅欧との落と

が大きすぎて 教えるのがFL介になる

のではないだろうか。

きっ力■すとなったのは 一 人の人に増と

の出会いだ。1344前、大阪府泉人汁

Fヽでヨントの販売 整備を行っていた1,

木さんのもとに、キ藤 方さんという人物

が突然 ヨントの教えを市いに訪ねてき

た.例 けば ヨットで'本一用を出す常し

ているという。しかし 千藤さんは当‖f

63歳で 木期がんをない、心険にベー

スメーカーをと,め込み 口も日も不自前

な状態だった。ヤ木さんは どのように

教えていいのかわからす 皮 は断った

ものの 英 さんの話をl・lいてみたいと、

名古よの斉hrさんをを後日訪ねたです

ると、「二人の最後の原いを出いてほし

いJと怒頂され、迷いを千てて、すき■

けることになった.といっても、挫付を

に敦えるようにはいかないぅそこで市

木さんは、4t出のプログラムを作り そ

れをカードに普いて ■訣でコミュニケ

ーションをとるように劣めた.

カタマラン艇が米まるヨットクラブをキ者

■する鉢令のP「い知り合いから年り1け

に進新をもらったが 「栞っているメンバ

ーは、■liの,0代がそのまま年をjr4り

みんなオジサンになっていくよJと電話

に|で古突していた。その本人も遺暦を

迎えたと問き1/rび、ひとごとながら こ

の20年を振り返らぎるを作なかった。

そのようなHttltのなか、独自のカリキ

ュラムと考え方をよRり入れたスクールを
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